

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































地域 No. 遺  跡  名
晩期後半前　期 前期末 中　期 後　期
古墳
時代
前葉中葉後葉 前葉 中葉 後葉 前半 後半 初頭前期
1
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧
和気・堀江遺跡群
1 堀江昭和町壺形土器出土地 △ △
2 金比羅山遺跡 ◎
3 池の奥遺跡 ○
4 七反地遺跡 △ ○ ○ ◎ ○
5 高木池弥生遺物出土地
6 和気小学校南弥生遺物出土地 △ ? △ ?
7 太山寺経田遺跡 △ ○
8 大淵遺跡 ◎ ○ ◎
9 三光遺跡 △ △
10 船ヶ谷遺跡 ○




15 久万ノ台遺跡 △ △ △ △ △
16 潮見ラドン温泉遺跡 △ △ △ △
17 潮見山弥生遺物出土地 △
18 大谷池弥生遺物出土地 △
19 座拝坂遺跡 ○ ○ △ △ ◎ ○
20 谷町遺跡 ○ △
21 吉藤宮ノ谷遺跡 △ ○ ○ ○ ○
22 姫原遺跡 ○ △ ○ ○ △
23 影浦谷古墳 △
24 山越遺跡 ○ ○ △
25 衣山遺跡 △ ○ △ △
26 美沢遺跡 ○ ○ ○
27 朝美澤遺跡２次 △ △ △ △ △
28 朝美澤遺跡 ○ △ △
29 大峰ヶ台遺跡丘陵裾部 △ △ △ ○ ○
30 宮田町遺物包含地
31 辻遺跡 △ △ △ △ △
32 大峰ヶ台遺跡頂上部 ◎ ○
三津・宮前川遺跡群
33 松環古照遺跡 ○ ○
34 古照遺跡 ○ ◎
35 高山遺跡
36 岩木山古墳群
37 鶴が峠遺跡 ○ ◎
38 衣山古墳群
39 野津子山遺跡
40 宮前川三本柳遺跡 △ △








○ ○ ◎ ◎
44 岩子山西麓遺跡 △ △
45 宮前川別府遺跡 ○ ◎
46 宮前川北斎院遺跡西山地区 ○ ◎




50 山田池遺跡・長谷遺跡 △ △ △ △ △ △
51 祝谷アイリ遺跡・丸山遺跡 △ △ △ ◎ ◎
52 祝谷六丁目遺跡 △ △ △
53 祝谷丸山遺跡 △ △ ○ △ △ △
54 祝谷西山 ○
55 祝谷六丁場遺跡 ○ ○
56 祝谷本村遺跡 △ △ △ △
57 祝谷大地ヶ田遺跡 ○ △
58 常信寺裏山遺跡 △ △
59 土居の段遺跡 △ △ △ △ △ △ △
60 伊台惣部遺跡 ○
61 祝谷畑中 △ ○ ◎ ○ ◎
62 道後鷺谷遺跡 △ △ △ △ △ △
63 山崎遺跡 △ △ △
64 緑台遺跡 △ △
65 土居窪遺跡 △ △ △
66 若草町遺跡２次 ○ ◎ ○
67 若草町遺跡１次 ○ ◎ ○
68 勝山中学遺跡 △ △ △
69 松山大学構内遺跡 △ △ △ ○ ◎ ○ ○ ◎ ○
70 道後城北 RNB 遺跡 △ △
71 松山北高遺跡 △ △ △ △ ○ ○ ○ ◎ ◎
72 通町遺跡 △ △
73 水口遺跡 △ △ △
74 平和通り遺跡 △
75 文京遺跡 ◎ ○ ○ ○ ○
76 文京遺跡４・8・21・24 次 △ △ ○ ○
77 東雲神社遺跡 △ ◎
78 （伝）樋又銅剣出土地点
地域 No. 遺  跡  名
晩期後半前　期 前期末 中　期 後　期
古墳
時代
前葉中葉後葉 前葉 中葉 後葉 前半 後半 初頭前期
1
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧
道後城北遺跡群
79 道後今市銅剣出土地点
80 道後一万遺跡 ○ ○ ○
81 道後今市遺跡 ○ ○ ○ △ △
82 土居窪遺跡 1・2 次 △ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○
83 冠山遺跡 △ △
84 道後姫塚遺跡 ○ ○ ◎ ○
85 道後公園山麓遺跡銅剣出土地点
86 道後湯築城跡 △ △ ○ ○
87 持田町３丁目遺跡 ○ ○
88 道後町遺跡 △ ◎ ○ ○ △ △





92 中村松田遺跡 ◎ ◎ ◎ ◎
93 小坂七ノ坪遺跡 ◎ ○
94 小坂遺跡 ○ ○
95 釜ノ口遺跡 ○ ◎ ◎ ○
96 拓南中学校構内遺跡 ◎ ○
97 榎田遺跡 ○ ○ ○ ○ ○
98 松末末睦遺跡 ○ ○ ○
99 東野森ノ木 ◎ ◎ ◎ △
100 樽味立添遺跡 ○ ○ △ ○ ○ ○
101 樽味高木遺跡 1・7 〜 11 次 ◎ ◎ △
102 樽味高木遺跡２〜 6・13 次 ○ △ △
103 樽味遺跡 ○ ○ △





109 淡路峠 △ △
樽味・天山遺跡群
110 三島神社古墳
111 経石山古墳 △ △
112 桑原高井遺跡 ○ ◎
113 桑原田中遺跡 ○ ◎
114 桑原西稲葉遺跡・桑原小石原遺跡 ○ △ △ ○
115 桑原遺跡・桑原稲葉遺跡 ◎ ◎
116 束本遺跡 △ △ ◎ ◎ ◎ ○
117 枝松遺跡 ○ ◎ ○ ○ ○
118 土甕山弥生墳墓（?）群 △ △ △
119 天山天王ヶ森遺跡・天山北遺跡 △ ○ ○ ○
120 川附遺跡 ○ ○ ○
121 筋違 E・F・H・I・L・K 遺跡 ○ ◎ ◎ ◎ ◎
122 福音小学校構内遺跡 ◎ ◎ ◎
123 福音寺遺跡竹ノ下地区・筋違地区 ○ ○
124
筋違 C・D・G・J 遺跡 
星ノ岡登立遺跡
◎ ◎ ◎
125 星ノ岡旗立遺跡・星ノ岡北下遺跡 ◎ ○
126 乃万の裏遺跡 △ ◎ ○ ○
127 北久米浄蓮寺遺跡 △ △




















◎ ○ ◎ △ △










△ ◎ ○ △ △
138 久米窪田Ⅴ遺跡 △ ○ ○ △ △
139 平井遺跡第Ⅰ調査区 △ △ △ △ △ △
140 平井遺跡第Ⅱ調査区 △ △ △ △ △
141 平井遺跡第Ⅲ〜Ⅴ調査区 △ ○ ○ △
142 下刈屋遺跡 △ △
143 古市遺跡 △ ◎
144 五楽遺跡 △ ○
145 上刈屋遺跡 ○ △
146 南梅本長広遺跡 △ ○ ○
147 北梅本北池 ○ ○
◎ : 遺構・遺物が多い 





地域 No. 遺  跡  名
晩期後半前　期 前期末 中　期 後　期
古墳
時代
前葉中葉後葉 前葉 中葉 後葉 前半 後半 初頭前期
1
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧
和気・堀江遺跡群
1 堀江昭和町壺形土器出土地 △ △
2 金比羅山遺跡 ◎
3 池の奥遺跡 ○
4 七反地遺跡 △ ○ ○ ◎ ○
5 高木池弥生遺物出土地
6 和気小学校南弥生遺物出土地 △ ? △ ?
7 太山寺経田遺跡 △ ○
8 大淵遺跡 ◎ ○ ◎
9 三光遺跡 △ △
10 船ヶ谷遺跡 ○




15 久万ノ台遺跡 △ △ △ △ △
16 潮見ラドン温泉遺跡 △ △ △ △
17 潮見山弥生遺物出土地 △
18 大谷池弥生遺物出土地 △
19 座拝坂遺跡 ○ ○ △ △ ◎ ○
20 谷町遺跡 ○ △
21 吉藤宮ノ谷遺跡 △ ○ ○ ○ ○
22 姫原遺跡 ○ △ ○ ○ △
23 影浦谷古墳 △
24 山越遺跡 ○ ○ △
25 衣山遺跡 △ ○ △ △
26 美沢遺跡 ○ ○ ○
27 朝美澤遺跡２次 △ △ △ △ △
28 朝美澤遺跡 ○ △ △
29 大峰ヶ台遺跡丘陵裾部 △ △ △ ○ ○
30 宮田町遺物包含地
31 辻遺跡 △ △ △ △ △
32 大峰ヶ台遺跡頂上部 ◎ ○
三津・宮前川遺跡群
33 松環古照遺跡 ○ ○
34 古照遺跡 ○ ◎
35 高山遺跡
36 岩木山古墳群
37 鶴が峠遺跡 ○ ◎
38 衣山古墳群
39 野津子山遺跡
40 宮前川三本柳遺跡 △ △








○ ○ ◎ ◎
44 岩子山西麓遺跡 △ △
45 宮前川別府遺跡 ○ ◎
46 宮前川北斎院遺跡西山地区 ○ ◎




50 山田池遺跡・長谷遺跡 △ △ △ △ △ △
51 祝谷アイリ遺跡・丸山遺跡 △ △ △ ◎ ◎
52 祝谷六丁目遺跡 △ △ △
53 祝谷丸山遺跡 △ △ ○ △ △ △
54 祝谷西山 ○
55 祝谷六丁場遺跡 ○ ○
56 祝谷本村遺跡 △ △ △ △
57 祝谷大地ヶ田遺跡 ○ △
58 常信寺裏山遺跡 △ △
59 土居の段遺跡 △ △ △ △ △ △ △
60 伊台惣部遺跡 ○
61 祝谷畑中 △ ○ ◎ ○ ◎
62 道後鷺谷遺跡 △ △ △ △ △ △
63 山崎遺跡 △ △ △
64 緑台遺跡 △ △
65 土居窪遺跡 △ △ △
66 若草町遺跡２次 ○ ◎ ○
67 若草町遺跡１次 ○ ◎ ○
68 勝山中学遺跡 △ △ △
69 松山大学構内遺跡 △ △ △ ○ ◎ ○ ○ ◎ ○
70 道後城北 RNB 遺跡 △ △
71 松山北高遺跡 △ △ △ △ ○ ○ ○ ◎ ◎
72 通町遺跡 △ △
73 水口遺跡 △ △ △
74 平和通り遺跡 △
75 文京遺跡 ◎ ○ ○ ○ ○
76 文京遺跡４・8・21・24 次 △ △ ○ ○
77 東雲神社遺跡 △ ◎
78 （伝）樋又銅剣出土地点
地域 No. 遺  跡  名
晩期後半前　期 前期末 中　期 後　期
古墳
時代
前葉中葉後葉 前葉 中葉 後葉 前半 後半 初頭前期
1
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧
道後城北遺跡群
79 道後今市銅剣出土地点
80 道後一万遺跡 ○ ○ ○
81 道後今市遺跡 ○ ○ ○ △ △
82 土居窪遺跡 1・2 次 △ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○
83 冠山遺跡 △ △
84 道後姫塚遺跡 ○ ○ ◎ ○
85 道後公園山麓遺跡銅剣出土地点
86 道後湯築城跡 △ △ ○ ○
87 持田町３丁目遺跡 ○ ○
88 道後町遺跡 △ ◎ ○ ○ △ △





92 中村松田遺跡 ◎ ◎ ◎ ◎
93 小坂七ノ坪遺跡 ◎ ○
94 小坂遺跡 ○ ○
95 釜ノ口遺跡 ○ ◎ ◎ ○
96 拓南中学校構内遺跡 ◎ ○
97 榎田遺跡 ○ ○ ○ ○ ○
98 松末末睦遺跡 ○ ○ ○
99 東野森ノ木 ◎ ◎ ◎ △
100 樽味立添遺跡 ○ ○ △ ○ ○ ○
101 樽味高木遺跡 1・7 〜 11 次 ◎ ◎ △
102 樽味高木遺跡２〜 6・13 次 ○ △ △
103 樽味遺跡 ○ ○ △





109 淡路峠 △ △
樽味・天山遺跡群
110 三島神社古墳
111 経石山古墳 △ △
112 桑原高井遺跡 ○ ◎
113 桑原田中遺跡 ○ ◎
114 桑原西稲葉遺跡・桑原小石原遺跡 ○ △ △ ○
115 桑原遺跡・桑原稲葉遺跡 ◎ ◎
116 束本遺跡 △ △ ◎ ◎ ◎ ○
117 枝松遺跡 ○ ◎ ○ ○ ○
118 土甕山弥生墳墓（?）群 △ △ △
119 天山天王ヶ森遺跡・天山北遺跡 △ ○ ○ ○
120 川附遺跡 ○ ○ ○
121 筋違 E・F・H・I・L・K 遺跡 ○ ◎ ◎ ◎ ◎
122 福音小学校構内遺跡 ◎ ◎ ◎
123 福音寺遺跡竹ノ下地区・筋違地区 ○ ○
124
筋違 C・D・G・J 遺跡 
星ノ岡登立遺跡
◎ ◎ ◎
125 星ノ岡旗立遺跡・星ノ岡北下遺跡 ◎ ○
126 乃万の裏遺跡 △ ◎ ○ ○
127 北久米浄蓮寺遺跡 △ △




















◎ ○ ◎ △ △










△ ◎ ○ △ △
138 久米窪田Ⅴ遺跡 △ ○ ○ △ △
139 平井遺跡第Ⅰ調査区 △ △ △ △ △ △
140 平井遺跡第Ⅱ調査区 △ △ △ △ △
141 平井遺跡第Ⅲ〜Ⅴ調査区 △ ○ ○ △
142 下刈屋遺跡 △ △
143 古市遺跡 △ ◎
144 五楽遺跡 △ ○
145 上刈屋遺跡 ○ △
146 南梅本長広遺跡 △ ○ ○
147 北梅本北池 ○ ○
◎ : 遺構・遺物が多い 







地域 No. 遺  跡  名
晩期後半前　期 前期末 中　期 後　期
古墳
時代
前葉中葉後葉 前葉 中葉 後葉 前半 後半 初頭前期
1
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧
石井・浮穴遺跡群
148 東山鳶が森古墳群 △ △ △
149 東山古墳群 ○ ○ △
150 西石井荒神堂遺跡 △ ◎
151 石井幼稚園遺跡 ○ ○ ○ ○
152 越智遺跡 △ ○
153 石井東小学校遺跡 ○ ○ ○ ○ ○ ○
154 今在家遺跡 ○ ○ ○
155 中ノ子Ⅰ遺跡 △ ? △ ? △ ?
156 西石井遺跡 △ △ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ○
157 東石井遺跡 △ △ ◎ ◎
158 古川遺跡 ○ ○ ○ △
159 南中学校構内遺跡 ◎ △
160 居相遺跡 ? ? ?
161 北井門遺跡 ○ ○ ○ ○ ◎ ◎
162 井門Ⅰ遺跡 ◎ ◎




164 宝泉遺跡 ○ △ ○ ○
165 揚り畑遺跡 △ △ ○ △









174 土壇原遺跡群 △ △ ○ ○ ◎
175 高尾田遺跡・目先遺跡 ○ ○ ○ ○ △
176 麻生小学校南遺跡 △ ◎ ○ ○ △ ○
177 拾町山遺跡 △
178 水満田遺跡・拾町Ⅱ遺跡 ○ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ◎
179 三角遺跡 ○ ○
180 西野Ⅰ〜Ⅲ遺跡 ○ ○ ○ ◎ ○ ○
181 谷田Ⅰ〜Ⅳ遺跡 △ ◎ ◎
182 釈迦面山古墳群・釈迦面山南遺跡 △
183 釈迦面山遺跡 ◎ ○
184 長田遺跡 △
185 城ノ向遺跡 △ ○ ○ ○ ○
186 城ノ向古墳群 △ △ △
187 大下田弥生遺跡・原町遺跡 ○
188 宮内大畑遺跡 △ △ △ △ △
189 通谷山古墳 △ △
190 通谷池２号墳 △ △ △ △
191 松ヶ谷遺跡 ○
地域 No. 遺  跡  名
晩期後半前　期 前期末 中　期 後　期
古墳
時代
前葉中葉後葉 前葉 中葉 後葉 前半 後半 初頭前期
1
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧
伊予遺跡群
192 西古泉遺跡 △ △ △ △ △
193 宝剣田遺跡 ? ? ?
194 出作遺跡 △
195 八倉篠原廃寺・八倉宮の北遺跡 △ △
196 八倉山遺跡 △
197 宮下東谷遺跡 ? ? ?
198 宮下雨ガ森遺跡 △ △ △ △
199 宮下寺山遺跡 ? ? ?







204 向山遺跡 △ △ △
205 兎渡護遺跡 △
206 本願寺下遺跡 △ △
207 上三谷原古墳 △ △ △
208 平松遺跡 △ △ △
209 横田遺跡 ○ ○ ○ ○
210 下三谷片山・太郎丸遺跡 ○ ○ ○
211 下三谷北組遺跡 △
212 岩崎池北遺跡 △ △
213 ケリヤ遺跡 △ △
214 西原遺跡 △ △
215 武之宮遺跡 △ △
216 六反下遺跡 △
217 内台遺跡 △ △
218 十合遺跡 △
219 田ノ浦Ⅰ〜Ⅲ遺跡 △




◎ : 遺構・遺物が多い 






































































































期後葉（梅木編年中期Ⅲ），ステージ⑥は後期前半（梅木編年後期Ⅰ -1･2 〜後期Ⅱ -1 の概ね前半），
ステージ⑦は後期後半（梅木編年後期Ⅱ -1･2 〜概ねⅢ -1），そしてステージ⑧は古墳時代初頭〜前


















段階設定 試案 梅木編年  松山平野基準資料
① 縄文晩期後半
南溝手河道 1 突帯文Ⅰ期 大淵 A 区 5 層
津島岡大 突帯文Ⅱ期 道後今市 10 次 SK11
前期前葉 Ⅰ -1 前期Ⅰ 朝美澤 2 次Ⅲ層下部・横田
② 前期中葉 Ⅰ -2 前期Ⅱ 文京 4 次 SB2・山越 2 次 SD2前期後葉 Ⅰ -3 前期Ⅲ 南中学校校内遺跡 2 次 SD1
③
前期末 Ⅱ -1 前期Ⅳ 岩崎環濠
中期前葉
Ⅲ -2
中期Ⅰ 宮前川別府・祝谷畑中 SD02 中層
Ⅲ -3
④ 中期中葉 Ⅲ 中期Ⅱ 祝谷畑中 SD02 上層・水満田 1 号土器溜めⅣ -1 東雲神社 E 地点 SK1・水満田 2 号土器溜め
⑤ 中期後葉 Ⅳ -2 中期Ⅲ 東雲神社 B 地点 SK1Ⅳ -3 文京 3 次 SB01・釈迦面山 SB1
⑥ 後期前半 Ⅴ -1 後期Ⅰ -1･2 文京 10 次 SK11・水満田 II 区 4 号竪穴Ⅴ -2 後期Ⅱ -1 松山大学 2 次 SB7
⑦ 後期後半 Ⅴ -3 桑原田中 SK1Ⅴ -4 後期Ⅱ -2･ Ⅲ -1 井門Ⅰ 4 号溝


























































































































































































































に面した久米高畑遺跡 23･25･29･70 次調査で 3 条，小野川河岸段丘に近い来住Ⅴ遺跡 ･ 来住廃寺
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明確になる。和気 ･堀江遺跡群の大峰ヶ台遺跡頂上部［柴田 2006b］や砥部 ･御坂川遺跡群の釈迦



































































































　文京遺跡は 2006 年までに 29 次にわたる調査が行われ，中期後葉〜後期初頭の遺構では竪穴建物
170 棟以上をはじめ，小型掘立柱建物 30 棟以上，推定床面積 90 〜 130㎡の大型掘立柱建物 4棟な
どを検出している。東西が約 450m，南北が約 200mに及ぶ区画施設を持たない密集型大規模拠点
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のが樽味 - 天山遺跡群といえる。そしてこの遺跡群では，樽味高木遺跡 3 次調査で出土した大型船
を描いた絵画土器など，活発な対外交流を示唆するような稀少遺物が比較的多く出土することから，
松山平野の新たな中核的な拠点集落として台頭する兆しをこの段階から見せはじめている。松山平
野では平形銅剣祭祀に替わって，図 14 に掲載したような独自に発展した大型器台［松村 2008a･b］が，
松山平野弥生社会の心的共同性を高める共同体祭祀の新たな装置となる。この大型器台が樽味 - 天
山遺跡群で比較的まとまって出土していることも，平野内での優位性を物語っている。
　他の遺跡群ではこの段階で遺跡数 ･ 遺構数 ･ 遺物量が増加し，活性化した集落展開が認められる








ステージ⑧ : 古墳時代初頭（後期Ⅲ）〜前期前葉（図 11 下段）
　まず，この段階の最大の特徴として墓制の顕在化をあげることができる。図 14 は，砥部 ･ 御坂
川遺跡群に所在する土壇原北遺跡と土壇原Ⅵ遺跡の平面模式図である。土壇原北遺跡は先述した大
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- 天山遺跡群の一角にある樽味四反地遺跡で，床面積 160㎡前後の大型総柱建物 2棟（建物A･B）
が並列して建ち並ぶ首長居館が，一部を直線的な溝で区画し，同一時期の遺構をほとんど伴わない
居住域から独立した広い空間に造営される（図 15）。さらに 3号大型建物の存在や，建物Bの前面
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Through an examination of the dynamics of Yayoi settlements, this paper sheds light on their 
aspects and characteristics with the aim of reconstructing the development of Yayoi society on the 
Matsuyama Plain in western Setouchi. By studying the process of the formation of the Bunkyo Site, 
which was a congested large-scale base settlement, and the Kume Site complex, centered on the 
Tarumishitanji Site with its chiefly residence, it examines group relationships within Yayoi society on 
the Matsuyama Plain and the dynamics of the chief class as it made the transition to Kofun society.
First, the author looked at Yayoi archeological sites that form one part of our understanding of the 
concept of “settlement” as an expression of the space in which humans go about their daily lives. Next 
was the designation of “site complex” distributed across a defined area amongst the topographical 
completeness of rivers and fan-shaped land. Eight Site complexes on the Matsuyama Plain were 
chosen for this study.
Yayoi settlements appeared in coastal regions in the beginning of Early Yayoi. There are more 
sites dating from the end of Early Yayoi through the early part of Middle Yayoi, some of which were 
moated settlements. Settlements dating from late Middle Yayoi have been confirmed at all of the sites, 
including the Bunkyo Site within the Dogojohoku Site complex.
The Bunkyo Site, with its structure of segmented living spaces, was a congested large-scale base 
settlement formed by the coexistence of groups with different origins. Persons of chiefly rank who 
resided within the settlement traded with communities to the west, mainly northern Kyushu. They 
obtained prestigious items and production goods and engaged in the production of metal implements 
and glass products within the settlement. It is thought that they interacted and traded with Setouchi 
communities to the east through participation in communal worship centering on flat copper swords.
In late Middle Yayoi, the settlement at the Bunkyo Site suddenly disbanded and the group was 
restructured. Then in the latter half of Late Yayoi, a local community with a new system of social 
stratification appeared at the Kume Site complex where there were separate a chiefly residence. 
Yayoi settlements in Late Yayoi society that had disbanded and restructured created an “area of 
bond” consisting of several local communities as typified by the Kume Site complex. They built a 
foundation for a local community in the Matsuyama Plain with a particular chief at the top, and formed 
a community group that was a single unit that is associated with the formation of chiefly graves in the 
first half of the Kofun period.
Key words : Yayoi settlement, Site complex, Congested large-scale base settlement, Chiefly residence, 
Area of bond
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